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地方公務員の短時間勤務の在り方に関する研究会開催要綱 

 

 

１ 趣旨 

地方公共団体において、多様化、高度化する住民ニーズへの対応を図るた

めには、短時間勤務を含む多様な任用形態の活用が重要となっている。 

  このため、現行の任期付短時間勤務職員や臨時・非常勤職員といった地方

公務員の短時間勤務に係る諸制度について、住民ニーズに対応した質の高い

効率的な行政サービスの実現に資するよう、その在り方等について検討を行

う。 

 

２ 名称 

  本研究会の名称は、「地方公務員の短時間勤務の在り方に関する研究会」(以

下「研究会」という。)とする。 

 

３ 研究内容 

  研究会は、地方公務員の短時間勤務制度に関する以下の事項について調査

研究を行う。 

（１）任期付短時間勤務職員制度及びその活用の在り方について 

（２）臨時・非常勤職員の任用の在り方について 

（３）その他研究会で定めるもの 

 

４ 研究会構成員 

  研究会構成員は、別紙のとおりとする。 

 

５ 座長 

（１）研究会に、座長１人を置く。 

（２）座長は、会務を総理する。 

（３）座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、座長があらかじめ指名

する者が、その職務を代理する。 

 

６ 議事 

（１）研究会の会議は、座長が招集する。 

（２）座長は、必要があると認めるときは、必要な者に研究会への出席を求め、

その意見を聴取することができる。 

 

７ 雑則 

（１）総務省自治行政局公務員部公務員課に事務局を置く。 

（２）本要綱に定めるもののほか、研究会に関し必要な事項は、座長が定める。 
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（敬称略、五十音順） 


